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研究要旨：IgG4 関連疾患（IgG4-RD）の確定診断を得るためには、病変局所の組織生
検による病理診断が重要であるが、深部組織では施行が困難であり、診断に苦慮する
ことも少なくない。そこで、本研究では採取がより容易で侵襲が少ない口唇腺生検を
施行し、口唇腺生検の有用性について検討を行った。その結果、口唇腺生検結果のみ
で約半数の IgG4-RD を診断することができ、また非 IgG4-RD 患者を除外することが可
能であった。その一方、大唾液腺病変を伴わない IgG4-RD 患者では、口唇腺生検結果
のみで診断することが困難な場合もあった。しかし、血清 IgG4 値や罹患臓器数など
の他の臨床所見を組み合わせることで、口唇腺生検は IgG4-RD 診断に有用であること
が示唆された。 

Ａ．研究目的 
IgG4 関連疾患（IgG4-RD）の診断には、
病変局所の組織生検が重要であるが、膵臓
や腎臓などの深部組織では施行が困難であ
り、確定診断に苦慮することも少なくない。
本研究では、採取がより容易で侵襲が少な
い口唇腺生検を施行し、その診断能につい
て検討を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
高IgG4血症や臨床所見によりIgG4-RDを
疑い、当科にて口唇腺生検を施行した 66 例
（最終診断：IgG4-RD 44 例、シェーグレン
症候群（SS）12 例、SS 疑い 4 例、悪性リ
ンパ腫 3 例、SLE 1 例、ワルチン腫瘍 １例）
を対象とした。 
（倫理面への配慮） 
本研究は生体材料を使用するため、主治
医が説明文書を使用して患者に説明し、患
者及び家族から書面で同意書を得る。解析
結果の論文などでの公表に際しては、患者
の個人を識別できる情報は公表しない。個
人情報保護のため、検体は符号により匿名
化し、符号を結びつける対応表および個人
情報は実験責任者が厳重に保管する。 
 
Ｃ．研究結果 

口唇腺生検の感度、特異度、正診率はそれ
ぞれ、55.6%、100%、70.0%であった。さら
に、大唾液腺病変の有無で比較すると、唾 

液腺病変を認めない（組織生検が困難な）
症例では、口唇腺生検の感度が有意に低か
ったが、口唇腺生検で陽性となった症例は
陰性となった症例に比べ、血清 IgG4 値や罹
患臓器数が有意に高かった。 
 
Ｄ．考察 
IgG4-RD における口唇腺生検は診断基準
を満たす症例が少なく、口唇腺生検による
診断は困難であると考えられる。その一方
で特異度は高く、他の疾患群と比較して
IgG4 陽性形質細胞数と IgG4/IgG 比はとも
に有意に高値であったことから、罹患臓器
の生検が困難な症例でも血清 IgG4 値や罹
患臓器数などの臨床所見を組み合わせるこ
とにより、口唇腺生検は IgG4-RD の診断の
一助になる可能性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 
 IgG4-RD の診断に口唇腺生検が有用であ
る可能性が示唆された。 
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